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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　給水栓を備えた柔軟材料からなるバッグに天然水等を封入してこれを外ケースに収納し
てなるバッグインボックスが装填される収納部を有する冷却庫本体と、前記収納部にその
内壁から突出されて設けられた冷却部とを備え、前記冷却部は冷却板をドーム状に形成し
たものであり、前記収納部に前記バッグインボックスが装填されることにより、前記バッ
グインボックスの外ケースの一部に形成された開口部を通じて前記外ケース内に挿入され
て前記バッグの表面に接触され、該接触により冷却された前記バッグ内の天然水等を前記
給水栓の注水口から注水するようにしたウォーターサーバーにおいて、
　前記冷却部は、前記開口部を通じて前記外ケース内に挿入されたとき、突出先端が前記
開口部を介して対向する前記バッグの表面に接触して該表面を前記冷却部の表面形状に倣
って前記冷却部の挿入方向に凹ませることにより、前記外ケース内に挿入された前記冷却
部にその全体の表面形状に倣って前記バッグの表面が接触されるように配置されている
　ことを特徴とするウォーターサーバー。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はバッグインボックスを使用するウォーターサーバーに係り、特に冷水用のウォ
ーターサーバーにおいて、雑菌の侵入及び繁殖を阻止できると共に冷却効果を低下させる
ことなくバッグインボックスの装填や空容器の取り出し作業を容易になし得るようにした
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ウォーターサーバーに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　飲料水への雑菌の侵入、繁殖を阻止するために、天然水等を給水栓を有する柔軟な材料
からなるバッグに封入し、これを段ボール箱等の外ケースに入れたバッグインボックスが
使用されている。
【０００３】
　従来、このバッグインボックスを使用するウォーターサーバーとしては、サーバー機に
温水注水口と冷水注水口とを設けて単一のバッグインボックスから温水と冷水とを各別に
注水できるようにした温冷水一体型のものや、ウォーターサーバー自体を温水専用のもの
と冷却水専用のものとに分離した形式のものがある。
【０００４】
　温冷水一体型のものでは、温水が高温であると子供等が誤操作すると危険であると共に
熱源と冷却部を同居させることは熱効率の点からも不利である。また、温冷水分離型のも
のにおいても、バッグインボックスから注水口までの飲料水の通過経路についてみると、
温水用のものでは飲料水を加熱することにより雑菌等を死滅させることが期待できるが、
冷却水用のものでは飲料水を多くの給水経路を通過させたりクーラー式タンクに貯蔵した
りすることは雑菌の繁殖等を招く危険性がある。
【０００５】
　このような観点から、前記バッグの収納部の底面側にバッグを直接冷却する冷却プレー
トを設置して、底面側を開いたバッグインボックスを収納部に装填することによりバッグ
を内部に落とし込ませるようにしたウォーターサーバーが提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００３－２０６０００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　特許文献１に記載のものは、雑菌の侵入や繁殖を阻止できる点で機能的に優れているが
、特許文献１に記載のものにおいては、バッグインボックスを収納部へ装填する際に外ケ
ースの底面を開放してから装填する必要があり、装填作業が面倒であると共にバッグを収
納部に落とし込ませた後で外ケースを取り出すため、外ケースとバッグが分離されること
となってその後の廃棄処理等に不便を来すおそれがある。
【０００８】
　本発明は、雑菌の侵入及び繁殖を阻止できると共に冷却効果を低下させることなくバッ
グインボックスの装填や空容器の取り出し作業を容易になし得るようにしたウォーターサ
ーバーを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、前記の課題を解決するためなされた請求項１に係るウォーターサーバーは、
給水栓を備えた柔軟材料からなるバッグに天然水等を封入してこれを外ケースに収納して
なるバッグインボックスが装填される収納部を有する冷却庫本体と、前記収納部にその内
壁から突出されて設けられた冷却部とを備え、前記冷却部は冷却板をドーム状に形成した
ものであり、前記収納部に前記バッグインボックスが装填されることにより、前記バッグ
インボックスの外ケースの一部に形成された開口部を通じて前記外ケース内に挿入されて
前記バッグの表面に接触され、該接触により冷却された前記バッグ内の天然水等を前記給
水栓の注水口から注水するようにしたウォーターサーバーにおいて、前記冷却部は、前記
開口部を通じて前記外ケース内に挿入されたとき、突出先端が前記開口部を介して対向す
る前記バッグの表面に接触して該表面を前記冷却部の表面形状に倣って前記冷却部の挿入



(3) JP 4679645 B2 2011.4.27

10

20

30

40

50

方向に凹ませることにより、前記外ケース内に挿入された前記冷却部にその全体の表面形
状に倣って前記バッグの表面が接触されるように配置されていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　請求項１に記載のウォーターサーバーによれば、バッグインボックスの外ケースの一部
に開口部を形成した状態でバッグインボックスを収納部に装填すると、収納部にその内壁
から突出されて設けられている冷却部が外ケースの開口部を通じて外ケース内に挿入され
てバッグの表面に接触され、冷却部の接触により冷却されたバッグ内の天然水等を給水栓
の注水口から注水することができる。したがって、冷却機能を損なうことなく、いわばク
ールヘッド方式によりバッグを直接冷却することができる。
【００１１】
　外ケースは収納部に装填されたままの状態であり、バッグは空になっても外ケースに収
納されたままであるから、外ケースを取り出すと内部に空のバッグを収納したまま取り出
すことができ、その後の廃棄処理等において便利である。
【００１２】
　また、冷却部は開口部を通じて外ケース内に挿入されたとき、その突出先端が外ケース
の開口部を介して対向するバッグの表面に接触してバック表面を冷却部の表面形状に倣っ
て冷却部の挿入方向に凹ませることにより、外ケース内に挿入された冷却部にその全体の
表面形状に倣って前記バッグの表面が接触されるので、外ケース内に挿入された冷却部を
冷却のために有効に利用できるほか、収容部へのバックインボックスの装填時に外ケース
内に挿入される冷却部の突出先端と該突出先端が接触するバック表面との間に相対移動が
殆ど生じず、相対移動によるこすれがごく僅かで済み、こすれによってバッグを傷付ける
ことない。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】ウォーターサーバーを内部機構が見えるように透視的に表した斜視図であり、温
水専用のウォーターサーバーを分離した状態で示している。
【図２】バッグインボックス（ＢＩＢ）の斜視図であり、（Ａ）は内部を透視的に表した
斜視図、（Ｂ）はバッグの斜視図である。
【図３】冷水用のウォーターサーバーの概略的断面図である。
【図４】給水栓の固定部を起立させる途中の状態で示す斜視図である。
【図５】注水機構におけるピニオンと給水栓のレバーとの関係を示す斜視図である。
【図６】注水機構を扉を開いた状態で示す斜視図である。
【図７】注水機構におけるピニオンとラックの噛合状態を示す斜視図である。
【図８】ピニオンと給水栓のレバーとの関係をスライド挟持枠のスライド降下前の状態で
示す正面図である。
【図９】ピニオンとラックを示す平面図である。
【図１０】ピニオンの側面図である。
【図１１】温水専用のウォーターサーバーにおける給湯部の側面図である。
【図１２】冷水用のウォーターサーバーと温水専用のウォーターサーバーとを並設して連
結した状態を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　バッグインボックス装填型のウォーターサーバーにおいて、冷却庫本体にはバッグイン
ボックスを収納する前開き扉を有する収納部を設け、該収納部に設けられる冷却部は冷却
プレートをドーム形状に形成して収納部の後壁下部の内壁から突出させる。前記バッグイ
ンボックスの外ケースの後壁下部には前記冷却部に対応する円形の開口部を形成し、この
状態でウォーターサーバーを前方側から収納部に装填するようにする。これにより、冷却
部はバッグインボックスの開口部を通じて外ケース内に挿入されたとき、突出先端が開口
部を介して対向するバッグの表面に接触して該表面を冷却部の表面形状に倣って冷却部の
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挿入方向に凹ませることにより、冷却部の表面全体にバッグの表面が接触される。
【実施例１】
【００１６】
　図１～図１２は本発明に係るウォーターサーバーの一実施例を示し、図１は冷水用のウ
ォーターサーバー２０と温水用のウォーターサーバー４０とを分離した状態で示す斜視図
であり、内部機構が見えるように透視的に表されている。図２はバッグインボックス（Ｂ
ＩＢ）の斜視図、図３は冷水用のウォーターサーバー２０の概略的断面図である。
【００１７】
　本発明のウォーターサーバーは、図２（Ａ）に示すようなバッグインボックス（ＢＩＢ
）５０を装填して使用する形式のものであり、特に冷却用のウォーターサーバー２０に特
徴をもたせたものである。図１に示すように、冷却庫本体１には前記バッグインボックス
５０を前面開口２ａ側から収納する前開き扉３付きの収納部２を設け、該収納部２に設け
られる冷却部４としては、冷却プレートをドーム形状に形成してこれを収納部２の後壁２
ｂの下部の内壁から突出させる。
【００１８】
　バッグインボックス５０は、周知の如く、図２（Ｂ）に示すように、天然水等を給水栓
５２を備えた柔軟材料からなるバッグ５１に封入してこれを段ボール製の外ケース５５に
収納したものであり、実施例では縦長のブック型のものが示されている。前記バッグ５１
に設けられる給水栓５２には下向きの注水口５３と水平方向に回動自在なコック５４とが
設けられていて該コック５４を所定角度（一般には１８０゜）回動することにより栓体を
開閉するようになっている。
【００１９】
　本発明において使用されるバッグインボックス５０は、外ケース５５の前面下部に前記
給水栓５２を突出させるための開口５６を、また、奥壁下部には前記円形の開口部５７を
、それぞれ容易に形成できるようにするためのミシン目又は破線状切込線等による切り取
り部が形成されている。なお、図示例では前記開口５６および円形の開口部５７を既に形
成した状態で示されている。
【００２０】
　前記バッグインボックス５０の外ケース５５の前壁５５ａに開口５６を形成して給水栓
５２を引き出すと共に後壁５５ｂ下部には前記冷却部４に対応する円形の開口部５７を形
成し、この状態でバッグインボックス５０を前面開口２ａ側から前記収納部２に装填する
ようにする。これにより、図３に示すように、冷却部４が開口部５７を通じて外ケース５
５内に挿入される。外ケース５５内に冷却部４が挿入されると、前記冷却部４の突出先端
で該先端が接触した前記バッグインボックス５０の図示しないバッグ（図２（Ｂ）中の５
１）の表面を冷却部の表面形状に倣って冷却部の挿入方向に凹ませた状態にして冷却部４
を開口部５７を介して対向する前記バッグ５１の表面に接触させて内部の水を冷却するよ
うにしたものである。このために、冷却部４は、開口部５７を通じて外ケース５５内に挿
入されたその突出先端が接触したバッグ５１の表面を冷却部４の表面形状に倣って冷却部
４の挿入方向に凹ませて外ケース５５内に挿入されたドーム形状の冷却部４にその全体の
表面形状に倣ってバッグ５１の表面が接触されるように配置されている。
【００２１】
　図１に示すように、前記収納部２の底板５には水抜き穴が形成されると共に左右側壁の
下部には前記バッグインボックス５０を支持する支持レール６が設けられており、前記底
板５の下方には水受けトレー７が挿抜自在に設けられている。図において、８は冷却庫本
体１の下部に配置されたコンプレッサー等を含む冷却装置である。扉３はデザイン上前面
に膨らみをもたせた形状となっており、下部には後に説明する注水機構のためのスライド
レバーが配置されている。
【００２２】
　前記収納部２の下部開口縁２ｃには前記給水栓５２を固定するための固定部９が設けら
れている。この固定部９は、図４に明示するように、前記下部開口縁２ｃに下端が軸支さ
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れていて起立自在になっていると共に前記給水栓５２の付け根部が嵌合する凹部１０ａを
有する起立挟持枠１０と、該起立挟持枠１０にスライド自在に保持されると共に前記給水
栓５２の付け根部の他方側が嵌合する凹部１１ａを有するスライド挟持枠１１と、で構成
されており、前記起立挟持枠１０を起立させた状態で前記スライド挟持枠１１をスライド
降下させることによりギロチン形式で前記給水栓５２の付け根部を挟持するようになって
いる。なお、１０ｂは前記凹部１０に形成した位置決め溝であって、この位置決め溝１０
ｂに前記給水栓５２の注水口５３を位置決めすることにより給水栓５２が所定の位置に固
定されるようになっている。１１ｂは前記スライド挟持枠１１の一側上端部に設けたスト
ッパー爪であって、前記スライド挟持枠１１をスライド降下させた際に、前記収納部２の
前面開口２ａの開口縁部に設けたストッパー２ｄ（図８）に係合して前記起立挟持枠１０
およびスライド挟持枠１１が前後方向に倒れないようになっている。１２は前記注水口５
３に対応させた位置に孔１２ａを穿孔したガイドプレートである。
【００２３】
　冷水用のウォーターサーバー２０には、扉３の表面側から操作することにより間接的に
前記給水栓５２を開閉操作できる注水機構１３（図９）が設けられている。この注水機構
１３は、図４～図１０に示すように、給水栓５２を固定部９で固定することにより該給水
栓５２のコック５４に係合する係合爪１４ａを有するピニオン１４と、扉３の表面側に露
呈するように配置されたスライドレバー１６の裏面側に配置されたラック１５とで構成さ
れ、前記スライドレバー１６をスライド操作することにより前記ラック１５およびピニオ
ン１４を介して前記コック５４を回動させるようになっている。
【００２４】
　前記ピニオン１４は前記スライド挟持枠１１の正面側に配置されており、図１０に示す
ように、下面側には一方の爪をやや長くした二股状の係合爪１４ａを備えており、スライ
ド挟持枠１１がスライド降下して前記給水栓５２の首部を挟持すると前記係合爪１４ａで
前記コック５４を挟むようになっている。前記扉３の表面側に形成した操作窓３ａ（図１
２）からスライドレバー１６の摘み部１６ａが突出するようになっており、前記ラック１
５は前記スライドレバー１６の裏面側に配置されていて、扉３を閉めるとラック１５が前
記ピニオン１４に噛合するようになっている。なお、図示例では、前記ラック１５は平板
状をなすスライドレバー１６の後端面に形成してあるが、扉３に配置される摘み部１６ａ
の高さ位置と前記ピニオン１４の配置位置との関係から、スライドレバー１６の形状及び
ラックの形成位置は任意に設計することができる。図１及び図１２において、１７はコッ
プ載置台である。
【００２５】
　前記のように構成された冷水用のウォーターサーバー２０は単独で設置することもでき
るが、図１および図１２に示すように、冷水用のウォーターサーバー２０と温水専用のウ
ォーターサーバー４０とを並設することができ、この場合には冷水用のウォーターサーバ
ー２０と温水専用のウォーターサーバー４０を連結金具３０で分離可能に連結する。
【００２６】
　温水専用のウォーターサーバー４０は従来形式のものと同様のものであるが、実施例で
は特に縦長のものとし、バッグインボックス５０もこれに対応するように縦長形式のもの
として、冷水用のウォーターサーバー２０と並設した際に、該冷水用のウォーターサーバ
ー２０の上面に載置スペースが形成されるようにしてコップその他の容器類やコーヒー等
の飲用物を載置できるようになっている。
【００２７】
　前記のように、温水専用のウォーターサーバー４０は従来形式のものと同様に、バッグ
インボックス５０の給水栓を配管接続部４１に接続し、タンク４２で加温して給湯口４３
から温水を注水するものであるが、図１２に示すように、実施例では扉４５に設けた押し
ボタン式の摘み４６を押し込むことにより給湯口４３のコックレバー４４を倒して給湯す
るようになっており、コックレバー４４を直接手で操作する従来のものでは熱湯による火
傷の危険があったが、その危険を防止できるようにした。前記摘み４６は常態においては
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押し込み不能にロックされていて、該摘み４６を横にずらしてロックを解除すると押し込
み可能となるようにしてある。
【符号の説明】
【００２８】
２０　　冷却用のウォーターサーバー
１　　　冷却庫本体
２　　　収納部
３　　　扉
４　　　冷却部
５　　　底板
６　　　支持レール
８　　　冷却装置
９　　　給水栓の固定部
１０　　起倒挟持枠
１０ａ　凹部
１１　　スライド挟持枠
１１ａ　凹部
１３　　注水機構
１４　　ピニオン
１４ａ　係合爪
１５　　ラック
１６　　スライドレバー
３０　　連結金具
４０　　温水専用のウォーターサーバー
５０　　バッグインボックス
５１　　バッグ
５２　　給水栓
５３　　注水口
５４　　レバー
５５　　外ケース
５６　　開口
５７　　開口部
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